
 

第59 期 

中 間 報 告 書 

平成 29年 4月 1日から平成 29年 9月 30日まで 

旅でもっとつながる世界へ。 

好奇心でもっと感じる世界へ。 

 

株主の皆さまへ 

当第 2四半期連結累計期間の業績 

 株主の皆さまには、平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。第 59 期の第 2

四半期連結累計期間の事業活動をご報告申し上げます。 

 電子売上においては、引き続き無料ナビアプリの影響により当社 PND（簡易型カーナビ

ゲーション）関連の売上が減少するとともに、前連結会計年度に失注した大型継続案件の

影響もあり、売上高 10億 97百万円となり、前第 2四半期連結累計期間に対して 2億 54

百万円減少いたしました。 

 市販出版物では、前連結会計年度において業績悪化の要因であった返品を抑制すべ

く、徹底した市場在庫管理を進めたことにより、返品額は前年同期に比べ 3 億 80 百万円

減少いたしました。一方で返品抑制のための書店店頭への商品供給を控えた影響や、前

年同期にあったようなガイドブックシリーズの改訂が無かったことによる影響もありました

が、市販出版物の売上高は前第 2 四半期連結累計期間に対して 1 億 71 百万円増加し、

30億 8百万円となりました。 

 以上の結果、売上高合計は前第 2四半期連結累計期間に対して 1億 3百万円減少し、

46億 47百万円となりました。 

 損益面では、売上原価においては、返品調整引当金繰入差額の負担が増加いたしましたが、事業構造改革による効率化の

効果も出始めており前第 2 四半期連結累計期間に対しては、売上高の減少分を超えて減少いたしました。また販売費及び一

般管理費では、人員削減による人件費削減効果や各種経費の削減により費用が減少いたしました。これにより営業損失は 5

億 47百万円と前年同期に比べ 4億 52百万円改善いたしました（前年同期は、営業損失 10億円）。これに伴い、経常損失は

5 億 17 百万円（同 経常損失 9 億 59 百万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失は 5 億 34 百万円（同 親会社株主に

帰属する四半期純損失 9億 63百万円）となりました。 

 

通期の業績の見通し 

 当第 2 四半期連結累計期間の業績は、売上高、利益共に当初予想を下回る結果となりました。下期においてカーナビ関連

の売上において下期計上予定の案件が翌期以降にずれ込む見込みであること、またその他の電子関連の売上案件における

受注状況が厳しく、売上高が当初想定を大きく下回る見込みとなりました。損益面におきましても、事業構造改革に伴う制作工

程の効率化の効果が想定よりも遅れている状況もあり売上原価が当初想定を上回る見込みとなりました。 

 これらの状況を踏まえ、平成 29 年 5 月 12 日に発表した通期の業績予想を売上高 103 億 20 百万円（従来予想は 116 億

円）、営業損失 8 億 50百万円（同 営業利益 80 百万円）、経常損失 8 億 10百万円（同 経常利益 1億 20 百万円）、親会社

株主に帰属する当期純損失 8億 70百万円（同 当期純利益 1億円）に変更しました。 

 

 

代表取締役社長 

黒田 茂夫 

今回の中間報告書はデジタル版のみ作成しました。プリント版（書面）は作成しておりません。 



 

第 58期定時株主総会 第 2号議案 2．その他剰余金の処分に関する事項につきまして 

会社法第 452 条の規定に基づきその他資本剰余金の額 50 億 77 百万円のうち 30 億 77 百万円を減少し、その全額を繰

越利益剰余金に振り替えることによって欠損を填補することについて、平成 29 年 6 月 29 日開催の第 58 期定時株主総会に

て決議いたしましたが、その後に行った過年度決算の遡及修正に伴い、繰越利益剰余金のマイナス残高が減少することとなり

ました。その結果上記振り替えを行った場合マイナス残高を超えることとなるため、同振り替えを行わないことといたしました。 

 

事業構造改革に伴う組織変更とグループ再編 

事業部制の導入による意思決定の迅速化と子会社再編によるグループ全体の業務効率化を図るため、以下の改革を平成

29年 4月 1日より実施しております。 

 ①体制変更 

  各事業の利益責任を明確にするための 3事業本部制の導入および全部門を対象とした人員の適正化 

 ②データベース制作部門の子会社集中による効率化と体制強化 

  データベース制作業務を子会社に集約、また外部発注業務の内製化による生産効率の向上 

 ③子会社キャンバスマップル株式会社の吸収合併 

  カーナビ事業の推進強化と効率化及び開発人材の有効活用 

 ④業績連動人事制度の導入 

  全社員を対象とする利益重視への意識改革の推進 

 

 株主の皆さまにおかれましては、なお一層のご支援とご鞭撻を賜りますよう心からお願い申し上げます。 

 

 

ムック版旅行ガイド『ノッテミテ』シリーズ発売 

車を使わない旅をサポートする旅行ガイドシリーズ全 15点。 

今話題の観光列車など移動が楽しくなる乗りものも併せてご案内し、グルメや各スポットの見どころ情報も満載です。 

付録の取り外せる地図は、駅やバス停が見やすいデザイン。電車やバスの路線図も紹介しているので乗り換えを確認するのにも便利です。

詳しくは当社Webサイトをご覧ください。 

現地オプショナルツアー予約・販売代行サービス 

「MAPPLE Activity（マップルアクティビティ）」開始 

MAPPLE Activityは、旅ナカ（現地）でより旅を楽しむためのオプショナル

ツアー予約・販売代行サービスです。 

日本語による案内で、予約～決済・バウチャー（利用券）発行までオンラ

イン対応。現地のアクティビティ参加を安心サポートします。 

9 月よりグアム・ハワイにサービス利用者向け現地ツアーデスクを開設

し、現地ツアーデスクでも予約が可能となりました。 

Webサイト：https://mapple-tour.com/ 

http://www.mapple.co.jp/mapple/product/guide/japan/nottemite.html
https://mapple-tour.com/


発行可能株式総数 57,000,000株 事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで

発行済株式の総数 18,178,173株 定 時 株 主 総 会 毎年6月

株主数 19,401名 期 末 配 当 金 受 領 株 主 確 定 日 毎年3月31日

中 間 配 当 金 受 領 株 主 確 定 日
毎年9月30日(中間配当を行う場合)
※なお、当期は中間配当を行っておりません。

株 主 名 簿 管 理 人
特 別 口 座 の 口 座 管 理 機 関

三菱UFJ信託銀行株式会社

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

株主名 持株数（千株） 持株比率（%） 東京都府中市日鋼町1-1

黒田　敏夫 3,574 19.66 Tel　0120-232-711(通話料無料)

黒田　茂夫 1,699 9.34 郵送先　〒137-8081　新東京郵便局私書箱第29号
株式会社エムティーアイ 1,596 8.78 　　　　　　三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

MSCO CUSTOMER SECURITIES 1,165 6.40 電子公告

公告掲載URL

http://www.mapple.co.jp/

昭文社社員持株会 698 3.84
(ただし、電子公告によることができない事故、その他のやむを得ない事

由が生じたときは、日本経済新聞に公告いたします)

株式会社MGSHD 600 3.30 単 元 株 式 数 100株

株式会社三井住友銀行 347 1.91 上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所

証 券 コ ー ド 9475

1.

※持株比率は自己株式(200株)を控除して計算しております。

2.

3.

CBNY-DFA INVESTMENT TRUST COMPANY-

JAPANESE SMALL COMPANY SERIES
255 1.40

日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社（信託口）

  937  5.15

日本マスタートラスト
信託銀行株式会社（信託口）

309 1.70

同 連 絡 先

公 告 方 法

株主様の住所変更、買取請求、配当金の振込指定、その他各種お手続きにつきましては、原則、口
座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を開設されている
証券会社等にお問い合わせください。
株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信託銀行が口座管理機
関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問い合わせくださ
い。なお、三菱UFJ信託銀行本支店でもお取り次ぎいたします。

 

 

 

 

 

（単位：百万円） （単位：百万円）

科　　　目
第58期

第59期

第2四半期
科　　　目 第58期

第2四半期累計

第59期

第2四半期累計

資産の部 売上高 4,750 4,647

流動資産 14,528 12,661 　売上原価 3,990 3,578

固定資産 10,022 10,261 　返品調整引当金繰入差額 △ 276 △ 88

資産合計 24,550 22,922 売上総利益 1,037 1,157

負債の部 　販売費及び一般管理費 2,037 1,705

流動負債 4,113 3,247 営業損失（△） △ 1,000 △ 547

固定負債 840 856 営業外収益 56 59

負債合計 4,954 4,104 営業外費用 15 28

純資産の部 経常損失（△） △ 959 △ 517

株主資本 18,960 18,062 特別利益 0 2

　資本金 10,141 10,141 特別損失 0 5

　資本剰余金 10,945 10,581 税金等調整前四半期純損失（△） △ 960 △ 520

　利益剰余金 △ 2,126 △ 2,660 法人税等合計 2 13

　自己株式 - △ 0 親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △ 963 △ 534

その他の包括利益累計額 608 729

新株予約権 27 26

純資産合計 19,596 18,818

負債純資産合計 24,550 22,922

商 号 代 表 取 締 役 社 長 黒 田 茂 夫

創 業 取 締 役 大 野 真 哉

本社所在地 取 締 役 清 水 康 史

資 本 金 取 締 役 ※ 安 藤 敬 太 郎

本 社 東京都千代田区 名 古 屋 営 業 所 名古屋市千種区 取 締 役 監 査 等 委 員 渡 邊 裕

大 阪 支 社 大阪市淀川区 福 岡 営 業 所 福岡市中央区 取 締 役 監 査 等 委 員 ※ 関 聡 介

事 業 所 制 作 本 部 東京都江東区 東京商品センター 東京都足立区 取 締 役 監 査 等 委 員 ※ 桑 野 雄 一 郎

仙台営業所 仙台市若林区 大阪商品センター 大阪府摂津市 ※ 社外取締役

横浜営業所 横浜市西区 埼玉製本センター 埼玉県加須市

株式会社昭文社

昭和35年5月

101億41百万円

東京都千代田区麹町三丁目1番地

※記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

連結財務諸表 

連結貸借対照表（要旨） 連結損益計算書（要旨） 

会社情報 （平成 29 年 9 月 30 日現在） 

会社概要 役員 

株式の状況 

大株主 
（自己株式を除く上位 10 名) 

株式についてのご案内 

株式会社 昭文社 
〒102-8238 東京都千代田区麹町三丁目 1 番地 

http://www.mapple.co.jp/ 

表紙の写真 

株式情報 （平成 29 年 9 月 30 日現在） 

財務諸表の詳細は当社 Web サイトでご覧いただけます。 

URL http://www.mapple.co.jp/corporate/ir/ 

表紙右上の写真は、イタリア ドロミテ 

（当社社員が撮影した写真を使用しました） 

お知らせ 
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